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デジタルアーカイブ学会
第5回研究大会ワークショップ

デジタルデータの保存・管理
ー現場視点からの共通課題を考える

早稲田大学 坪内博士記念演劇博物館 中西智範

2020年10月24日(土) 14:00～15:30
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ワークショップ企画趣旨

（第５回研究大会 HPより）

文化・知識資源を長きにわたり保存する使命をもつ（長期保存、長期利用保証の観点を含
む）、図書館をはじめ、博物館・美術館、文書館等は、デジタルデータの保存・管理・活用
にあたり、様々な課題に直面している。

国内では、MLAなどをキーワードに、利用者サービスの面など、活用に関する連携協力は盛
んに議論されるものの、ビットプリザベーションやマイグレーションなど、デジタルアーカ
イブの基礎となるデジタルデータそのものの保存や管理については、各組織で多くの問題を
抱え、個別に対応がなされている状況であろう。

2019年３月、このデジタルデータの保存や管理の課題に着目し、図書館・博物館・美術
館・文書館などの業務従事者や、有識者で構成されるワーキンググループ『デジタルデータ
管理勉強会(仮)』が早稲田大学演劇博物館の呼びかけをきっかけに、活動をスタートした。

本企画では、ワーキンググループの立ち上げの経緯やこれまでの活動の中で議論された保
存・管理のための議論などを紹介(第一部)するとともに、ヒト・モノ・コストの不足といっ
た組織共通の課題に着目し、今後の展望や連携協力の意義などについて、フロアの参加者を
交えながら、ディスカッション(第二部)を行う。



進行内容

第１部

イントロダクション(10分) 中西智範

◼ ワークショップの趣旨

◼ 「勉強会」の活動について

◼ “デジタルデータの保存・管理”におけるフォーカス

◼ 前提となる問題意識

事例報告(30分) ライトニングセッション

第２部

テーマディスカッション(50分)

モデレータ 中村覚（東京大学情報基盤センター）
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イントロダクション
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ワークショップの趣旨 (第1部)

ワークショップの趣旨

“デジタルデータの保存・管理”をめぐっては・・・

＜文化資源を保有する諸機関の現状＞

デジタルアーカイブをはじめとし、機関が保有するデジタル資源が増加する
なか、機関の担当者はその保存・管理に苦心している

＜ワークショップで行うこと＆期待＞

まず必要なこと⇒

現場の課題意識を共有

～デジタル資源における「保存」の最優先課題・任務を考えるきっかけ
の場となること～

期待されること⇒

国内での問題解決に向けた議論や活動のきっかけとなるとともに、現状
の課題について、解決の糸口が見いだせること
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ひとりで悩まない
ために・・・



勉強会の活動 (第1部)

「勉強会」の活動について

- 早稲田大学演劇博物館での、顕在す
るデジタルデータ保存・管理の課
題があった

- 企画書をもとに、課題意識の共通
する組織に声がけを行い、勉強会
としてスタート

2018年12月 企画提案

2019年3月 ｷｯｸｵﾌﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

現在までに 計８回開催

- 各組織の現状や課題の共有

- アクションプラン、検討課題を議論
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本ワークショップのモチベーションは、勉強会の中から生まれたもの

11機関、19名で活動（2020年10月24日時点）



フォーカス (第1部)

“デジタルデータの保存・管理”におけるフォーカス
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建物の構造のように、基礎部分からの対応が求められる

技術
Bitstream Preservation

• インテグリティの保証

保存システム(IT Infrastructure)

• デジタル保存システム、ストレージ

フォーマット

メタデータ

マイグレーション

コンテンツ
Content Preservation
• コンテンツの選定、オーセンティシティ、品質

保障
• アクイジション、インジェスト、アーカイブ、

トランスファー

検索とアクセス

権利 ・アクセスライツ、著作権

マネジメント
デジタル保存・管理サービス ・データアドミニストレーション、OAIS参照モデル

IT capability（情報化能力）・保守運用、ファシリティ・ITリソース管理、情報セキュリティ

技術管理(テクノロジー・モニタリング)

ケイパビリティ(組織力)
ポリシーと戦略 ・保存戦略と予算計画、ビジネスケース、リスク管理、アセスメント

持続可能性 ・資金調達、エコ

標準化・ドキュメント化 ・用語集、ガイドライン

人的資源と教育

コミュニティ

保
存

管
理



フォーカス (第1部)

“デジタルデータの保存・管理”におけるフォーカス

技術

Bitstream Preservation

保存システム(IT Infrastructure)

フォーマット

メタデータ

マイグレーション

コンテンツ

Content Preservation

検索とアクセス

権利

マネジメント

デジタル保存・管理サービス

IT capability（情報化能力）

技術管理(テクノロジー・モニタリング)

ケイパビリティ(組織力)

ポリシーと戦略

持続可能性

標準化・ドキュメント化

人的資源と教育

コミュニティ

永年保存/理想デジタル保存・管理 現在地 1年/評価 3-5年/更新・入替 10-30年/現実目標

保
存
保
存

管
理

職員教育 雇止め 世代交代引継ぎ

OAIS参照モデル

保守料

耐用年数モニタリング

フォーマット陳腐化

ポリシー等評価 ポリシー等更新

インテグリティ保証

コンテンツ棚卸

ガイドライン

セキュリティ ITリソース

選定

リスト化

法改正

マイグレーション

ポリシー策定

リスク管理

資金調達予算計画

コミュニティ連携 コミュニティ成果

技術全般 現状把握

マイグレーション計画

データチェック

技術陳腐化

アクセス権

著作権・許諾
許諾再確認

廃棄選択

処理能力評価 システム更新

人材確保

バックアップ 設備老朽化

フォーマット種類

メタ標準化

モニタリング方針

このような話題を勉強会で
話し合ったりしています
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問題意識と課題 (第1部)

問題意識と課題

２つの問題意識と、４つの課題

＜問題意識＞

＜課題＞
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①問題意識の共有の必要性

②現場作業者の協力体制構築の必要性

③“デジタルアーカイブ”の再定義が必要

④保存すべき対象を明確化することが必要

⑤デジタル保存の基本は“メンテナンス”をとらえること

⑥保存にかかるコストの可視化が必要



問題意識と課題 (第1部)

前提となる問題意識

- 各機関は「保存・管理は万全にできている」という誤った認識は無い
か？

- デジタルアーカイブを公開 ≠ 保存できている

- 公開コンテンツ以外にも保存・管理すべき対象は多い

- 国内での「デジタル保存」の議論の場、コミュニティが無い!?

- 国際会議「iPRES」で取り上げられるテーマ類

- “デジタルアーカイブ”という用語の再定義

- ～様々なデジタル情報資源を収集・保存・提供するための仕組み
の総体～内閣府知財戦略推進「国におけるデジタルアーカイブの
取り組み(H29)」
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①問題意識の共有の必要性

提供(公開)

保
存

提供(公開)

保存安定したバラン
スが理想



問題意識と課題 (第1部)

前提となる問題意識

- 人材とコストの問題

- “保存”はお金を生まない、という共有意識
→“収集”と“利活用”のエリアに事業予算や補助金が割り当てられる

- 今対策しなければ、失われていくデジタル資源がある

- 各組織の担当者は、個別に対策をとっている＝マネジメントのた
めの知識と経験が蓄積されている（はず！）

- 協力体制を築き、できることをやる必要があるのではないか？
（最低限レベルからの対策方針の検討などでもいい）
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②現場作業者の協力体制構築の必要性



問題意識と課題 (第1部)

- Wikipedia「デジタルアーカイブ(ja.)」→「Digital Preservation(en.)」
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A.“デジタルアーカイブ”の再定義

B.保存すべき対象を明確化することが必要

C.デジタル保存の基本は“メンテナンス”

D.保存にかかるコストの可視化が必要

- 相互の組織のミッションの違い・残すべき対象を認識すること

- 共通的には「中身・コンテンツが重要」という点

- 保存期間について(次の世代に託す：人材のライフサイクル)

- 保存に適した環境＋主体性のある管理の継続(正倉院)

- 保存とバックアップを混同しないこと

- 持続可能で計画的な対応を行うために重要

まず対応したい課題



事例紹介 (第1部)

事例紹介 ライトニングセッション
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※事例紹介については、
ワークショップ当日の発表のみに限っています



事例紹介 ライトニングセッション

- 各機関から以下のテーマについて発表

①組織のミッション

②具体的な対策

③コストと人員

④困っていること

＜セッションのポイント＞

- デジタル保存というテーマの下では、MLAという枠組みは意識する必
要はない！？

- 共通課題を協力し対策していくことが重要ではないか！？
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事例紹介 (第1部)



事例紹介 (第1部)

発表者

慶應義塾大学アート・センター（本間友)

国立映画アーカイブ（岡本直佐）

国立近現代建築資料館（飛田ちづる）

国立公文書館（吉田敏也）

国立国会図書館（木下貴文）

東京国立博物館（村田良二）

東京大学附属図書館（中村美里）

早稲田大学演劇博物館（中西智範）
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第２部 テーマディスカッション
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モデレータ
中村覚 東京大学情報基盤センター



流れ

● 事例報告に対する質疑応答

● テーマディスカッション
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事例報告に対する質疑応答
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ヒト

カネ

モノ



テーマディスカッション

20



事前アンケート結果の共有

21

https://docs.google.com/forms/d/1zvCg46r85PmnD4gp6gKTpMQzMjPgSIKXzOZDyR5rii0/edit#responses


テーマ案（事前アンケート結果：10/23時点）
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1. 長期保存のための技術：66.7%

2. メタデータ：43.3%

3. 長期保存のための媒体：43.3%

4. 人的資源と教育：40%

5. 失敗事例：40%

https://forms.gle/wjkYQZfzg5RXKhXr6
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補足スライド
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テーマ案

1. 長期保存全般について

2. 長期保存のための技術

3. 保存にかかる費用

4. コミュニティ形成
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1.長期保存全般について
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標準化：Levels of Digital Preservation

● 米・国家デジタル

管理連盟（NDSA）

● 組織がデジタル保

存に取り組む際の

推奨事項を4つのレ

ベルに分けて表形

式に整理したもの

● https://ndsa.org//pu

blications/levels-of-

digital-preservation/
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https://ndsa.org/publications/levels-of-digital-preservation/


調査報告（海外事例なども）

31

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/dlib/rese

arch.html

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/dlib/research.html


国がまとめた長期保存ガイドライン

● デジタルアーカイブのための長期保存ガイドライン（2020年版）

○ https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/guideline2020.pdf
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● デジタルアーカイブジャパン推進委員会

及び実務者検討委員会（内閣府知的財産

戦略推進事務局）で作成

○ https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarc

hive_suisiniinkai/index.html

● 「本ガイドラインは、アーカイブ機関が

デジタルデータの長期保存のためにどう

いった観点での検討が必要かを示すため

のもの」

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/guideline2020.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/index.html


2. 長期保存のための技術
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長期保存のための技術

● Bitstream Preservation

● 保存システム（IT Infrastructure）

○ デジタル保存システム、ストレージ

● フォーマット

● メタデータ

● マイグレーション
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長期保存のための媒体

● メディア・媒体

○ デジタルデータ保存のためのメディア | BDCブログ

○ HDD, BD, LTO, 光ディスク, クラウドストレージ

● ファイルフォーマット

○ 国立国会図書館が採用するファイルフォーマット｜国立国会図書館-National Diet Library

○ 静止画：TIFF, JPEG 2000, PDF, …

○ 動画：MP4, ...
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https://www.nfaj.go.jp/nfc_bdc_blog/2016/10/08/%e3%83%87%e3%82%b8%e3%82%bf%e3%83%ab%e3%83%87%e3%83%bc%e3%82%bf%e4%bf%9d%e5%ad%98%e3%81%ae%e3%81%9f%e3%82%81%e3%81%ae%e3%83%a1%e3%83%87%e3%82%a3%e3%82%a2-2/
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/dlib/formats.html


長期保存のための技術

● OAIS参照モデル

○ 情報の長期保存に有力なOAIS参照モデル第１回（全２回） | BDCブログ

○ 情報の長期保存に有力なOAIS参照モデル第２回（全２回） | BDCブログ

● 入澤道場：アーカイブズ学に基づくデジタルアーカイブを考える会

○ archivematica: open-source digital preservation system

○ BitCurator
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https://www.nfaj.go.jp/nfc_bdc_blog/2016/12/22/%e6%83%85%e5%a0%b1%e3%81%ae%e9%95%b7%e6%9c%9f%e4%bf%9d%e5%ad%98%e3%81%ab%e6%9c%89%e5%8a%9b%e3%81%aaoais%e5%8f%82%e7%85%a7%e3%83%a2%e3%83%87%e3%83%ab-%e7%ac%ac%ef%bc%91%e5%9b%9e%ef%bc%88%e5%85%a8/
https://www.nfaj.go.jp/nfc_bdc_blog/2016/12/24/%e6%83%85%e5%a0%b1%e3%81%ae%e9%95%b7%e6%9c%9f%e4%bf%9d%e5%ad%98%e3%81%ab%e6%9c%89%e5%8a%9b%e3%81%aaoais%e5%8f%82%e7%85%a7%e3%83%a2%e3%83%87%e3%83%ab-%e7%ac%ac%ef%bc%92%e5%9b%9e%ef%bc%88%e5%85%a8/
http://irisawadojo.blogspot.com/
https://bitcurator.net/


メタデータ

● PREMIS: Preservation 

Metadata: Implementation 

Strategies

○ “Data Dictionary for Preservation 

Metadata”（保存メタデータのため

のデータ辞書）

● METS: Metadata Encoding and 

Transmission Standard

● Dublin Core

● MODS：Metadata Object 

Description Schema 37

MODS, METS, and other metadata standards

http://cictd.uaslp.mx/autoridades/sem_internacional/talleres/Taller4/Mexico-3-modsmets.pdf


OPEN SOURCE SOFTWARE FOR DIGITAL 

PRESERVATION REPOSITORIES: A SURVEY
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● International Journal 

of Computer 

Science & 

Engineering Survey 

(IJCSES) Vol.8, 

No.3, June 2017

● https://arxiv.org/pdf/

1707.06336.pdf

https://arxiv.org/pdf/1707.06336.pdf


3. 保存にかかる費用
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保存にかかる費用

組織での保存活動を円滑（円熟）にするには、保存活動・事業を組織内で重要な

位置まで引き上げなければならない。

→保存ミッションの明文化、コストの可視化が重要？

→だが、その前に「保存活動が必要＆重要なこと」と組織を説得する必要がある。

● 事例の共有：データ消失、管理できなくなった（資料との紐付が失われた）

○ 初動管理が不十分だと、後々に困る。

● コストの可視化：松竹梅のアイデア
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● Digital Preservation Coalition

○ Business cases, benefits, costs, and impact - Digital Preservation Handbook

○ The Costs of Inaction: advocating for digital preservation

● 参考：Amazon S3 Glacier Deep Archive

○ 月額0.002USD/GB

○ 10TBを1年間保存 => 0.002USD * 12ヶ月 * 10,000GB = 240USD => 25,000円

○ ただし利用条件等について要確認
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https://www.dpconline.org/handbook/institutional-strategies/business-cases-benefits-costs-and-impact
https://www.dpconline.org/blog/wdpd/the-costs-of-inaction-advocating-for-digital-preservation


4. コミュニティ形成
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コミュニティ形成

組織毎に予算や体制は違うが（潤沢な予算があるのは、ごく限られた組織）、共

通課題についての、知識や知恵は共有できるはず。

→？協働できる部分はどこか ？どんなメリットがあるか

→どんな組織にも共通して、効果が期待できるのはどんなことか？

● 必要な人材、スキルとは？

● 三種の神器的なもの：これは必ず必要！といえるもの

● 「完全性」、可用性、機密性：ファイル同一性（ハッシュ値）の管理

● 識別子の管理方法のアイデア共有

● データ管理の単位
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コミュニティ形成（学協会）

● 関連学会

○ iPRES - Intl.Conf. on Digital Preservation
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https://ipres-conference.org/


その他
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標準化：DPC Rapid Assessment Model 

● 英・電子情報保存連合（DPC：Digital Preservation Coalition）

● デジタル保存の各要素に関する11のセクションからなり、各セクションにつ

いて自機関の状況に応じ5段階で評価を行う仕組み

● デジタル保存に携わる組織であれば、種類や規模、保存するコンテンツの種

類を問わずに使用できるように、また、短時間で容易に実施できるように設

計

● DPCでは、このツールを使用して毎年進捗を確認し、目標の達成状況を評価

することを推奨
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